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 配合溶割を用ひたる酷酸繊維素液の紡綜に就 き  品質を検 し能はざる も、粘度 ε綜の品質εの間の
ては已に工業化學雑誌(1928,31,739)に2,3記   關係を瞼す爲に異粘度の諸會肚製品及び自製品を
述 する所ありた むo其 後諸種の酷酸繊維素を用o」  紡綜せりo
紡綜 し原料 ざ紡の間に何等かの關係ありやを見 出   (1)Heyden製 品の紡綜試験Heyden會 肚製
さんε企てたり。紡綜方法蛇に試験法は総て前方  酷酸繊維素の高、中、低粘度の3種 に就 き試験せ
法 ε同 じo                 りo各 々25gを100 CGの アセトンに溶 解 し紡
 ⊂1〕 異粘 度 の酷 酸繊 維 素 を 用 ひ紡 綜 し  縣せり。粘度は2gの 酷酸繊維素を100 ccの ア
た る綜 の性質             セ トンに溶解 し、20℃ に於てオストワル ド粘度計
 既に第1報 にて述べ し如 く同一一ee酸繊維素を用   にて測定 し水に封する比粘度を求むo以 下實験結
ふるも其紡綜方法如何に依 り綜の性質を幾分異 に  果は籔圓紡綜試験の綜合結果なりo紡 綜 箱 温 度
するを以て、簡軍に粘度異なる酷酸繊維素の綜の  40℃o
        比 粘 度  塵力(氣塵) 太さ(d) 強さ(g!d) 伸長度(%)   測定條件                                     へ
                                     温度  灘度
 低  米占  度        2.00          1.5         8.8{       0φ76         16.7        160G    58%
  中 粘 度  2.25  2.0  10.44  1.04  22.1  -  一
 高 粘 度  2.83  3.5  9.00  0.90  10,4  -  一
 次 に中粘度を濃度25%、 低粘度26%、 高粘 度    Heyden製 品にては紡綜操作の し易 き中粘 度が
22・7%ご な し各 々同 じ厘i力2氣 歴 の下に紡綜せ   最良の結果 を得 た りo
りo                     (2)Bayer, France, Japan及 びHeyden中 粘
      太さ(d)醗(9/d)伸嫉(%) 度 の紡縮 験 猫 逸B。y,,會 肚製 、 フラ ンス製 、
 低  米占  度   7.92       0.78         18.5-
                        日本某所製及 びHeyden中 粘度 を125%濃 度 にて 中 粘
.度 8・64   1・04   2α8
 高 粘 度6.48  0.71  14.0  紡綜 せ り(紡 綜温度40℃)o
 〈328)    「喜 多 噌 田`松 山
         比 粘 度  塵力(氣塵) 太 さ(d) 強さ(9/d) 伸長度(%)   測定條件                                        
                                       温度  繰度  
Bayer          3.88        2.0        6ユ2      0.98        16.4       190C    46%
  佛 國 2.91 L5 7.920。97 20.5 -一
  日     本        2,82         1.5        8.10      0.95         1Z4         -      _
  Heydenrp    2.25     1.5    8.64   0.93     15.1     -   一
 この結果 を見 るに粘 度高 き方 漸々懸強 き傾 を呈  セ トンに溶解 し紡綜せ り。 この時紡綜の凝 固箱 は
すo                   大 き さ少 し改造 し30cm×40 cm×90 cmの もの
 (3)Cellitの 紡綜試験 濁逸國1. G.會 肚 製  を用ひ温度は40℃ な りo
〈)ellit Lの 高、中、低3種 に就 き(2)ε 同様 に ア
         比 粘 度  歴力(氣塵) 太 さ(d) 強 さ(9,/d) 伸長度(%)   測定條件                                        
                                       温度  灘度
低粘度 2・13嬬 議1鴛 婁42轡8竺
・腋 4…f::1 、二:19}:霧 ;1:! ==
高粘度 4…{::1 、1:99}:ll :1:; ==
 この揚 合 も(2)ε 同様高粘度程幾分強 さを鱈   大膿次の如き結果を得たり(凝固箱小)。
すo余 等は爾この間の關係を確めん爲に高粘度の   熟成日数 酷酸償 強さ(gtd)伸長度(%)劇 定時の條件
                                            
製品を勧 てaxwaせり・      ,日,。,。 、.。127.。 蝶 織
(4)自 製 品の紡綜試 験 理 研彙 ・3・131こ 記載  7日 5生001.O,5 25.0 __
せ る酷酸繊維 素を製造せ りo虎 方 はOst氏 法 にて    8日 53。40 1.05  18.0   - 一
酷酸化温度130C・ 1 H・加水熟成20℃ にて行へりo   種々試験の結果7日、8日 を適當εし以後0)試
加水熟成 日数は各々製造試験の結果6・7・8日 の   験 には7H、8El熟 戎せ し製品を用ふo
適當なるを確め・紡綜 してその何れが良きかを検   (5)Bayer製 品ε自製品 ε の比較Bayer N
すo何 れ も比粘度9(250Cに 於て)以 上なるを以  品及び自製品ざを紡綜試験をなし、その粘度の及
て・著者等の紡綜装置にては25%の 濃度を以て  ほす影響を験むo凝 固箱小、温度50℃
紡綜 し能はざる爲15-19%程 度になし紡継せりo
         濃度(%)es力(氣 塵)太 さ(d)強 さ(9/d)伸 殿(%) 輩
                                       温 度  灘 度  
Bayer              25          2」〔}        8.28       Q.95         2⑪.8         260C   78%
  〃               25         2,5        12.24       1.00        26.0
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           15         2.0        684       1.02        20.0
          『
           15           2_5          7,20        1K)8          24.4
           1795        2.5         7.20       1.08         18.4
  、製 轍,。 ノ1乞5 3・0 8.28 1・06 18・2
           19.0       3.5        9.00      1,02        2().0
           19.0       4.0       11.8S      1。01        23.0
           2」        4.0        10.80       1.01        16,7
           2Q         4.5        13ρ32       LO7         18.0
-{{i{ili-{i{
 以上の結果にては筒不充分なるを以て次に凝固  温度は40℃ を用ひたりo
箱は(3)の 揚合の如 く大なるものを用ひ凝固箱の
          濃度(%) 厘i力(氣1璽) 太き(d) 強さ(g.'d) 伸長率(%)   測定條件                                        へ
                                        温度  凝変
B・yer 2r]{ii甜;1鎧 ∵
               f   4.0         6.12       1.14         19.4          -     一
  自 製 熟成7 H       18      、    9L5          9972        1.C,3          18,0            _      _
・蝋 成… δ{:l l:窮Ii;g ll:1 :二
           ・8{1:1 麟 1:1: ll:1 :二
 之より観察するに自製高粘度酷酸繊維素の綜は  紡 出せ る綜をば巻取機に巻取 らすに其儘紡綜箱中
幾分Bayerよ り勝れた りε見ゆる鮎 あるも薯 し  にて30分 放置 し、之を取出しデシクタに貯へ普
く明瞭ε云ふ事能はすo              通綜ε同檬試験せり(温度50℃)Q
 (6) 自然垂下に依 る試験 之 は デ=ゼ ンより
          濃度(%) 塵力(氣塵) 太さ(d) 強さ(gd) 伸長率(%)   測定條件                                        一                                        
温度  湘度
B・yer%{i一 鰻 灘26.5eC 61%
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一 轍25{1:1:::鴛1:ll l二::一
・製一 ■i…1}lli ilii
          ・8{1::器1:99 駕:1
蝋 成・日 ・5{::ll9:1::::l l:1
          ・8{1:l l9:霧 1::; 1;:1
 大艦(5)の 揚合 ざ同檬の結果を得た りo     同一一■酷酸繊維素にて も多少の差生 す る ものなれ
 (7)フ ィルム試験2%,4%,8%の アセ トン溶  ば、この貼より考ふる時は先づ大なる差なge NS見
液 を作 り硫酸デシケーター中にて 岡 田氏(本 誌   るを至當 εす、され ♂高粘度製品の劣るε云ふ意
1927,3,288)の 法に倣ひ水銀の上に硝 子 板を乗  にはあらざるなりo
せ・その上に25ccの 溶液を注ぎ2日 放置しフィ   〔II〕異種酷酸鐵維素混合の場合及 び他
ルムを作 り熱風乾燥器に12時 聞入れ以て試料ミ  の物質混合の場合の影響
せりo                        (1)異 種酷酸繊維素配合 高粘度ξ低粘 度の
    フィルムの醐 ラィスレンt「" Km)  もの襯 合し、アセトンに溶鰍 繍 せり。高櫃
       2%     4%      8%
                        のは自製品、低粘度 εしては佛國製 品を用ぴた りo Bayer       4.43        425        4.04
 熟 成7日 4,51  4.9・1  5.16  配 合                         
熟 成・H-…8 4・82 ・・2騰 佛國賎 蔚 篇 鄙 ・轡温灘 度
                        16%   4%   3./〔} 10.44 0.98  18.0  2bC  71% フィル ムのの揚 合にては綜 の揚 合 よ りも幾 分 そ
                        16%   9%   3.5  11.16 0,94  20.4
の差 を明瞭 に見 るを得Q            _
以上諸㈱ 総 ・に融 の醐 維素程 騨 弊 。。_、4 .2
幾分その強 さを檜す様なり。勿論高粘度の試料に   16% 9% 4.015.120.97 24.4
取 りし自製品は粘度の高き爲市販晶S同 様の濃度   自然垂下の結果は次の如 し(温 度50℃)o,
帥 ち25%程 度を用ぴす、 前述の如 く15-19%   一
捌 し故實騰 味の比較。云㈱ ざ、も、 騨 響 。。2、88。 、,4。6
幾分高粘度 な る自製品 の方勝れた る傾 あ りo然 し   16% 9% 4・046.440・74 40・6
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農藩 醸      羅イド船 ・鵬 ポ欝 灘
16%4%3.034200.8244.6  木10.800,9726.0」60C 48%
16    9    4.0  42.12 0.73  41.8                護   言莫  10.08   1.04    22。0    -     一
 以 上諸結果 に於て配合せ る揚 合は強度は強度弱    更 にガイ ドを愛更 し箱 中に街一つの ガイ ドを設
き ものL配 合量 が多き程張度 が低 くなるな り。恐  けて紡 綜せ り。箱は小 なる方を用ひ上部 より32cm
らく分子配列 の不整 に基 くこ ごも一の原因 こ見 る  の庭へ 墨口より8,10,12,15cmの 箇 所へ夫 々ガ
ベ きな りo                   イ ドを攣更 して試験す(表 中 ガイ ド箇所 を出 口よ
 (2)他 の物質混合の影響 ア セ トン可溶 性の   り1,2,3,4の 順序 ξす)o
他 の物質 を混 じて分子間の連結 を張 固な らしめ以   佛 製酷酸繊 維素25%、 歴 力=2.5氣 厘 、盗度40℃ 。
て綜の弧 さを大 にせん ε の 目 的 を以て 、Manila   (a) ガ イ ドに木を用ひた る揚合
Kopa1及Dammar-Harzをアセ トンに溶 解 ぜし  内側ガイド 太 さ 強 さ 伸長率 測定條件
めて股 り。灘 繍 、。。y礫品を用ふ。 ∵ 耀1。(誹X8痴 薦
歴力=2.5氣 厘i、温度40℃0               1   10・08 1・09 21・O
D。mm。,-H。,z太 さ 強 さ 伸長率 測定條件   2  9・361・112LO
臨 剤凸 播('d) (g!d)(%♪ 蔽 蔽  ・ 9・36…4・9・ ・
   0  12・6LO126 21。G 65%   4  Z201.1719.0
   0.65     6.48  0.80  16
                          (b) ガイ ドに護護を用 ひ し揚合   
0.91    13.32  0,71  21.2
   1・31・ …8・・6821.0   自側喬イ搭 ・・さ 編 響 轟
 KoPal-Mani1a                    な し   10.08  1。04  22.0  150G 43.5%
   as9     13.32  0.69   20.0                        1       6.81   LO5    22.0     -     一一
   1.6       7.56  0.・58   16.8                        3       5.40   1.14    17.6     -     一
 各々添加量の増 すに從ひ強 さ滅少 し且色の光澤    之等種々の結果より考ふるにガイドが奥になる
も次第に白くな りその性質を悪 くすo       程印引伸ばす程、綜の太 さ・伸長度は減少 し・強
 附記 〔III〕摩 擦の 影響          さは歌第に増加するものなり0綜 の光澤 も普通の
 紡綜箱 よりの出口は木を用ひ居 るも、今護護を  揚合よりもよくなるが如 く思はる。
用 ひ紡綜せ りo紡 綜條 件:歴 力=2.5氣 厘i、温 度
40℃o                   (昭和3年11月9日 受理)
